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地
方
交
付
税
と
県
支
出
金
の
減 

寄
附
金
の
増

　

地
方
交
付
税
4
，0
0
0
万
の

減
額
の
要
因
は
、
基
礎
財
政
需
要

額
算
定
の
、
地
域
経
済
雇
用
対
策

費
が
2
0
1
8
年
度
の
改
正
で
廃

止
に
よ
る
も
の
で
す
。
県
支
出
金

の
減
額
は
、
沖
縄
振
興
一
括
交
付

金
が
前
年
度
よ
り
減
少
し
た
事
に

よ
る
も
の
で
す
。
ど
ち
ら
も
全
国

的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
自
主
財

源
が
15
％
程
度
の
多
良
間
村
に
は

大
き
な
打
撃
に
な
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
前
年
度
よ
り
開
始
し
た
、

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
等
が
約

5
，0
0
0
万
円
の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金
と
村
債
の
増
額
は

大
型
事
業
に
よ
る
も
の

　

新
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は

26
億
4
，4
9
8
万
円
で
、
前
年
度

と
比
較
し
て
5
億
5
，7
0
6
万

円
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
増

加
の
要
因
は
、
観
光
関
連
施
設

整
備
事
業（
食
事
・
土
産
品
施
設
）

や
集
落
基
盤
・
再
編
整
備
事
業

な
ど
の
大
型
公
共
事
業
に
よ
る

も
の
で
す
。

公
債
費
の
増

　

新
製
糖
工
場
整
備
に
伴
い
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
増
額
は
、

新
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
保
守
料
。

介
護
保
険
の
減
額
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
へ
の
地
域
支
援
事
業

委
託
分
の
減
額
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
の
減
額
は
、
負
担
金

の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

新
年
度
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
３
月
定
例
会
。
初
日
に
は
村
長

か
ら
「
村
民
の
皆
様
が
「
何
を
望
み
」「
何
を
優
先
す
べ
き
か
」
敏

感
に
感
じ
取
り
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
人
材
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
創
意
工
夫
を
行
い
、
歳
出
全
般
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、

予
算
執
行
に
お
い
て
は
、
適
正
か
つ
迅
速
に
行
っ
て
い
き
ま
す
」

と
施
政
方
針
が
あ
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
概
要

特
別
会
計
の
概
要

 2019年度一般会計当初予算	 (単位：千円、△はマイナス）

区分 2019年度 2018年度 対前年度
増減額

増減率
（％）

構成比
（％）

歳

入

村 税 89,772 89,895 △123 △0.0 3.4
地 方 譲 与 税 33,699 33,699 0 0.0 1.3
利 子 割 交 付 金 74 74 0 0.0 0.0
配 当 割 交 付 金 105 105 0 0.0 0.0
株式等譲渡所得割交付金 77 77 0 0.0 0.0
地方消費税交付金 16,546 16,546 0 0.0 0.6
自動車所得税交付金 9,007 9,007 0 0.0 0.3
地 方 特 例 交 付 金 51 51 0 0.0 0.0
地 方 交 付 税 950,000 990,000 △40,000 △0.0 35.9
分担金及び負担金 20,057 20,408 △351 △0.0 0.8
使用料及び手数料 57,439 53,431 4,008 0.1 2.2
国 庫 支 出 金 579,516 225,587 353,929 1.6 21.9
県 支 出 金 382,091 414,055 △31,964 △0.1 14.4
財 産 収 入 889 929 △40 △0.0 0.0
寄 附 金 50,002 4 49,998 12,499.5 1.9
繰 入 金 159,333 48,728 110,605 2.3 6.0
繰 越 金 1 1 0 0.0 0.0
諸 収 入 22,869 22,318 551 0.0 0.9
村 債 273,452 163,000 110,452 0.7 10.3
合 計 2,644,980 2,087,915 557,065 0.3 100.0

歳

出

議 会 費 44,078 44,243 △165 △0.0 1.7
総 務 費 674,934 698,721 △23,787 △0.0 25.5
民 生 費 205,513 202,323 3,190 0.0 7.8
衛 生 費 121,894 121,176 718 0.0 4.6
農 林 水 産 業 費 789,879 347,923 441,956 1.3 29.9
商 工 費 62,833 58,470 4,363 0.1 2.4
土 木 費 267,183 224,407 42,776 0.2 10.1
消 防 費 14,514 18,109 △3,595 △0.2 0.5
教 育 費 195,497 185,550 9,947 0.1 7.4
公 債 費 264,655 182,993 81,662 0.4 10.0
予 備 費 4,000 4,000 0 0.0 0.2
合 計 2,644,980 2,087,915 557,065 0.3 100.0

2019年度当初予算総括表
 (単位：千円、△はマイナス）

会計名 2019年度 2018年度 対前年度 
増減額

増減率
（％）

一 般 会 計 2,644,980 2,087,915 55,7065 0.27
特 別 会 計 371,160 378,704 △7,544 △0.02

国民健康
保険事業 168,209 167,886 323 0.00

簡易水道 
事 業 59,007 59,007 0 0.00

介護保険 134,012 141,771 △7,759 △0.05
後期高齢者 9,932 10,040 △108 △0.01

新
年
度
一
般
会
計

前
年
度
比
５
億
5
，7
0
6
万
円（
０・3
％
）増

26
億
4
，4
9
8
万
円
を
可
決

新年度も大型事業が
沢山あるんだね
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私
は
こ
う
考
え
る
！ 

修
正
動
議

豊
見
山
正
議
員

　

当
初
事
業
費
1
億
3
，0
0
0
万

円
を
大
幅
に
上
回
る
、
総
事
業
費

2
億
8
，0
0
0
万
円
の
莫
大
な

費
用
を
か
け
て
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
ト
ラ
ッ
ク
部
分
を
8
レ
ー

ン
と
し
て
タ
ー
タ
ン
舗
装
を
行
う

も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
村
の
厳
し
い
財
政

事
情
考
え
る
と
、
8
レ
ー
ン
の
計

画
を
6
レ
ー
ン
に
変
更
し
て
当
局

試
算
の
5
，4
0
0
万
円
の
事
業

費
縮
減
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
日
本
陸
上
競
技
連
盟

の
公
認
競
技
場
の
要
件
は
、
1
周

距
離
が
2
0
0
ｍ
の
競
技
場
は
6

レ
ー
ン
で
も
よ
い
と
し
て
お
り
、

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
本
村
の
総

合
運
動
場
の
性
格
を
持
つ
施
設
で

あ
る
と
し
て
も
、
8
レ
ー
ン
と
す

べ
き
合
理
的
な
理
由
は
な
い
。
6

レ
ー
ン
の
公
認
競
技
場
と
し
て
整

備
す
れ
ば
、
企
業
団
な
ど
の
競
技

者
の
使
用
に
も
何
ら
支
障
は
な
い
。

　

よ
っ
て
、
本
年
度
の
工
事
費

1
億
1
，7
4
8
万
円
の
う
ち
、
7
、

8
レ
ー
ン
分
の
工
事
費
7
2
2
万

を
減
額
す
べ
き
で
あ
る
。

私
は
賛
成

富
原
安
則
議
員

　

他
の
事
業
で
1
億
2
0
0
万
の

繰
越
し
が
認
め
ら
れ
ず
厳
し
い
予

算
難
な
の
で
、
6
コ
ー
ス
へ
削
減

す
べ
き
だ
。

私
は
反
対

本
村
健
次
議
員

　

8
コ
ー
ス
に
す
る
事
に
よ
っ
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
作
業
の
軽
減

に
よ
り
、
生
徒
達
に
十
分
な
教
育

指
導
が
で
き
る
。

福
嶺
常
夫
議
員

　

子
供
達
や
一
般
住
民
、
島
外
か

ら
の
活
用
、
そ
し
て
多
良
間
一
周

マ
ラ
ソ
ン
事
業
も
雨
天
に
関
係
な

く
利
用
で
き
る
。

起
立
採
決

　

起
立
（
賛
成
）
同
数
（
豊
見
山

正
議
員
、
富
原
安
則
議
員
、
渡
口

直
和
議
員
）
→
議
長
裁
決
で
可
決

多
良
間
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
全
天
候
型
改
修
事
業
　
１
億
1,
7
0
0
万
円

【
概　
　

要
】	
雨
天
後
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
環
境
の
悪
化
に
よ
る
大
会
の
中
止
等
を
な
く
す
た
め
、
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
全
天
候
型
に
改
修
し
、
児
童
生
徒
や
村
民
の
体
育
環
境
を
改
善
す
る
。

【
工　
　

期
】	

2
0
1
7
年
度
か
ら
2
0
2
0
年
度
（
4
年
間
）

【
予
算
の
内
容
】	

新
年
度
で
は
、
タ
ー
タ
ン
を
除
い
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
工
事
（
ト
ラ
ッ
ク
や
幅
跳
び
、
フ
ィ
ー

ル
ド
）
を
行
う
。

未
来
に
つ
な
が
る
予
算
を
可
決

新
年
度
の
主
要
事
業

観光関連施設整備事業（食事・
土産品施設）	 １億200万円

【概要】本村の地域資源を活かし観
光産業の振興を図るため、観光客
への食事・土産品の提供の場を整
備し、快適な環境づくりによる観
光地を形成する。

【予算の内容】建設工事における残
事業として、施設工事、外構工事、
太陽光発電工事を行う。

沖縄離島活性化推進事業 
（多良間農業高収益作物導入実証事業） 
	 3,930万円

【概要】国営の畑地かんがい排水事
業（水やり農業）を行う為の圃場実
証事業。

【予算の内容】水あり農業で安定して
高収益作物ができる事を実証できる
ように、平張りハウスやトンネルハ
ウス等に取り組む

優良繁殖雌牛導入
支援事業	2,400万円

【概要】生産農家の経
営の安定化および良質
な肉用牛の改良推進を
図る為、優良繁殖雌牛
導入を支援する。

【予算の内容】優良繁
殖雌牛の導入30頭

集落基盤・再編整備事業（多良
間第二地区）	３億6,400万円

【概要】未利用の牛の糞尿を農家
の協力により提供して頂き、新
たに堆肥舎整備と関連機械を整
備し農家の所得と生産量の向上
を図る。

【予算の内容】圃場整備、防犯灯
整備、堆肥化施設整備を行う。

農業基盤整備促進事業（迎原・
高瀬第一）	 1億7,100万円

【概要】農産生産基盤の整備及
び開発を図り、農業の生産性の
向上、農業総生産の増大、農業
生産の選択拡大及び農業構造の
改善を図る。

【予算の内容】区画整理

県営土地改良事業（カッ
ジョウ・種子川） 
	 2,600万円

【概要】農地の集団化を行
い、農産物の生産性を高め、
農業所得の向上と機械化農
業による農業経営の安定を
図る。

【予算の内容】区画整理

公営住宅等整備事業（南原
団地建替）	 1億3,300万円

【概要】南原団地は、築30余年
を経過し老朽化が著しい等、良
好な居住環境を供給できない状
況にあるため、建て替え事業を
実施し4棟16戸を整備する。

【予算の内容】1棟4戸の建設工
事・既存の1号棟の解体工事に
着手する。

多良間人
ピトウ

交流促進事業　470万円

【概要】八月踊りをモチーフに新た
な創造文化として「多良間エイサー
（たらまふしゃぬふ）」を創作する。
志としては、将来的に八月踊りの組
織のように「太鼓舞座」という新し
い「座」の構築も目指すような意欲
で創作に取り組む。

【予算の内容】３曲作曲し、行事な
どにエイサーを行う。

その他

修
正
案

可
決
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2018年度一般会計予算の補正を可決
２３億５,３０１万円（３，３６７万円減額）

答弁   土木建設課長
○	�農業基盤整備促進事業（高瀬第一地区・測量設計委

託業務）2,343万円の繰越し理由は、現地にまだ刈
取りをしていない圃場が残って中に入れない状態な
ので、県との調整で繰越しになった。

○	�集落基盤再編整備事業（多良間第二地区備品購入）
2,018万円で、シャボを二台（大型開閉式と小型）を
注文したが、部品の製造ラインが海外にしかなく納
期が遅れているため。

○	�村道中央線改修工事測量設計委託業務（測量設計）
529万円の繰越し理由は、測量設計業務の遅れによ
るもの。
答弁   観光振興課長
○	�夢パティオたらま（和室）空調機設置工事123万円

の繰越しは、急遽同様の工事が入ったため、次年度
行う事になった。

質問   離島活性化事業費（空き家）の予算を400万円
計上していたが、減額になっている理由は。
答弁   委員会を立ち上げて村内の空き家の件数を把握
し、今回1件の建物を進めていたが、昭和56年以前の
建物は耐震調査が必要と分かった。そこで、内閣府と相
談し、2019年度で事業実施する事になった。

提案理由   この債務負担行為は、新製糖工場の工事完
成のために、止む無く認めた工事費。現在すべての工事
が完了し、工事費も既に支払済みであります。工事完了
の担保であったこの費用は、意味のないものとなりまし
た。よって、提案されている債務負担行為の年度変更は
必要ないものと考えます。

私は反対   福嶺常夫 議員

新製糖工場の追加費用問題による調定を現在行ってい
る。村が納得のいくまで取り組むために、年度延長が必
要だと考える。

質問   9月の補正で村政要覧の作成費350万円を認め
たが、出来なかったのは何故か。
答弁   発行にあたり、資料等の準備が2018年度では
厳しくなった。2019年度に発行できるように、他の団
体の村政要覧を参考にしながら進めていく。

■ 事　項	 含みつ製糖工場施設近代化事業
	 （多良間新製糖工場建設事業費）
■ 期　間	 補正前／2018年度
	 補正後／2018年度〜2019年度

繰越明許の理由を

豊見山 正 議員

離島活性化事業の減額理由は
⇒ 耐震調査が必要になった

福嶺常夫 議員

債務負担行為補正の年度変更は必要ないもの
豊見山 正 議員

私はこう考える修正動議

村政要覧の作成実施は
⇒ 2019年度で実施する

福嶺常夫 議員

債務負担行為補正 起立採決

起立（賛成）多数
豊見山正議員、富原安則議員、渡口直和議員、本村健次議員

▼
よって、修正案は 可決 されました。
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2018年度特別会計予算の補正を可決

固定資産評価審査委員会委員の選任について 教育委員会委員の任命について

国民健康保険事業特別会計
２億1,578万円

（1,819万円を減額）

介護保険事業特別会計
１億5,026万円

（1,140万円を減額）

簡易水道事業特別会計
7,481万円

（660万円を増額）

後期高齢者医療特別会計
1,146万円

（23万円を減額）

調停条項案
那覇簡易裁判所調停委員会

　調定条項(案)は、申立人と相手方双方にとって、経済的合理性、妥当性及び事件の性質上、早期解決が好ましいと
の観点から、調停委員会としての最終案を提示するものとする。

調停条項（案）
　１、申立人と相手方は、申立人と相手方間の「多良間村製糖施設（含みつ糖製造）機械危惧施設工事」に関す
る平成２７年９月１７日付け工事請負契約（その後の変更契約を含む。）についての追加工事代金が、総額税込
１億４５００万円（総額税込１億５０００万円から相手方の申立人に対する既払金５００万円を控除した額）であるこ
とを相互に確認する。
　２、相手方は、申立人に対し、前項の追加工事代金１億４５００万円を、２０１９年５月３１日に限り、申立人の指定
する銀行口座宛に振込送金の方法で支払う。なお、振込手数料は相手方の負担とする。
　３、相手方が前項の金員の支払を怠ったときは、相手方は、申立人に対し、第１項の金員から既払金を控除した残
額及び２０１９年６月１日から支払済みまえ年６パーセントの割合による遅延損害金を直ちに支払う。
　４、申立人及び相手方は、本調停条項が多良間村議会の承認を条件とするものであり、多良間村議会の承認が得
られない場合は、すべて効力を失うことを相互に確認する。
　５、相手方は、本調停成立後、速やかに前項の承認に関する議案を多良間村議会に提出して、遅くとも本調停成立
後１ヶ月以内に多良間村議会の審議・議決に付するものとする。
　６、申立人及び相手方は、申立人と相手方との間には、本件に関し、本調停条項に定めるもののほかに何らの債権
債務がないことを相互に確認する。
　７、調停費用は各自の負担とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

新製糖工場追加費用問題、調停合意否決最新情報

反対 	 豊見山正議員、渡口直和議員、
	 富原安則議員、本村健次議員

賛成 	 安里三喜男議員、福嶺常夫議員

■住 所：多良間村
■氏 名：嘉味田 玄常
■年 齢：69歳

■住 所：多良間村
■氏 名：知念 信雄
■年 齢：68歳

▼

責任の所在を明らかにし村民に納得いくよう承認を求めるべきだ。（豊見山議員）
責任の所在を明確にしない村長の答弁に懸念がある。（富原議員）

建設ラッシュによる人手不足など諸条件が伴わなかった。調停を５回も行ってい
る。6％の延滞金は大きな損害。早期解決のために賛成である。（福嶺議員）

同 意 可 決

起立採決 → 起立（賛成）少数により、否決されました。

第2回臨時会
2019年4月24日
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月
島
機
械
と
の
調
定
和
解
は

　

多
良
間
村
新
製
糖
工
場
新
設
に
お
い

て
、
月
島
機
械
株
式
会
社
か
ら
3
億 

7
1
6
万
2
，8
0
0
円
の
追
加
費
用
と

称
し(

損
害
賠
償)

、
請
求
が
生
じ
て
い

る
。
そ
の
件
に
つ
い
て
、
多
良
間
村
民
が

非
常
に
懸
念
を
抱
い
て
い
る
。
村
民
の
税

金
で
全
額
負
担
す
る
の
か
等
々
な
懸
念
を

す
ご
く
抱
い
て
い
る
現
在
で
あ
り
、
今
や

村
民
の
間
で
は
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
私

も
幾
人
か
の
方
か
ら
質
問
を
受
け
て
い
る
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
12
月
17

日
、
那
覇
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
、
月
島

機
械
株
式
会
社
と
多
良
間
村
の
第
1
回
調

停
委
員
会
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
結
果
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長

　

月
島
機
械
か
ら
、
那
覇
簡
易
裁
判
所
の

調
停
申
し
立
て
が
あ
り
、
第
1
回
の
調
停

に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
緯
の
説
明
と
内
容

確
認
、
双
方
の
主
張
が
あ
り
ま
し
た
。
本

村
と
し
て
は
、
月
島
機
械
か
ら
、
当
初

か
ら
の
見
積
も
り
額
3
億
6
7
0
万
3
，

0
0
0
円
の
支
払
い
を
求
め
て
い
る
こ
と

に
対
し
、
裏
づ
け
資
料
が
提
出
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
て
、
裏
づ
け
資

料
、
説
明
資
料
の
提
出
を
強
く
請
求
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

質
問

　

3
億
7
1
6
万
2
，8
0
0
円
の
裏
づ

け
資
料
等
が
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

村
長

　

裏
づ
け
資
料
に
つ
い
て
は
、
こ
の

3
億
6
0
0
万
余
り
の
証
明
す
る
資
料
、

そ
れ
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
い
と

い
う
よ
り
は
、
黒
塗
り
を
し
た
、
そ
れ
が

も
う
資
料
な
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
ん
よ
う

な
黒
塗
り
資
料
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

質
問

　

2
月
4
日
、
第
2
回
調
停
委
員
会
が
行

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
詳
細
内
容
に
つ
い
て

も
、
ま
た
同
じ
で
あ
っ
た
の
か
。

村
長

　

第
2
回
の
調
停
委
員
会
で
、
月
島
機

械
は
営
業
秘
密
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

理
由
に
資
料
の
提
出
に
難
色
を
示
し
て

い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
黒
塗
り
資
料
の

開
示
と
支
払
い
を
示
す
資
料
の
提
出
を

行
う
と
い
う
こ
と
で
、
提
出
を
し
ま
し

た
。
本
村
は
、
そ
の
資
料
に
基
づ
き

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
多
く
の
疑
問
点
を
主

張
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
多
く
の
指
摘

を
い
た
し
ま
し
た
。
3
億
6
7
0
万
3
，

0
0
0
円
に
つ
い
て
も
疑
問
点
を
出
し
ま

し
て
、
こ
ち
ら
の
言
い
分
と
し
て
、
こ
の

3
億
6
7
0
万
3
，0
0
0
円
に
つ
い
て

は
納
得
で
き
な
い
と
い
う
中
で
、
よ
う
や

く
2
億
1
5
8
2
万
1
，0
0
0
円
ま
で

認
め
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問

　

平
成
30
年
度
補
正
予
算
9
，5
0
0
万

円
の
債
務
負
担
行
為
が
行
わ
れ
た
が
、
な

ぜ
こ
の
9
，5
0
0
万
が
支
払
い
執
行
で

き
な
か
っ
た
の
か
。

村
長

　

3
月
の
第
3
回
の
調
停
委
員
会
が
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
3
月
中
に
合
意
は
で
き

な
い
だ
ろ
う
と
い
う
判
断
の
も
と
で
、
次

年
度
へ
繰
り
越
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

質
問

　

3
月
4
日
、
第
3
回
調
停
委
員
会
が
行

わ
れ
て
お
り
、
こ
の
第
3
回
目
が
一
番
非

常
に
重
大
で
す
。
今
回
第
3
回
目
に
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

村
長

　

去
っ
た
3
月
4
日
の
第
3
回
調
停
委
員

会
が
開
か
れ
ま
し
て
、
本
村
と
し
ま
し
て

は
、
第
2
回
調
停
で
指
摘
し
た
多
く
の
こ

と
を
さ
ら
に
指
摘
し
て
、
提
出
資
料
を

も
っ
と
求
め
て
お
り
ま
す
。
資
料
の
提
出

は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
本
村
が
求
め
て

い
る
内
容
と
回
答
が
し
っ
か
り
と
得
ら
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

富原 安則　議員

問答

新
製
糖
工
場 

月
島
機
械
と
の
調
停
は

2
億
1
，5
0
0
万
円

譲
ら
ず
平
行
線
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水
納
島
航
路
線
を
活
用
し
た 

観
光
振
興
は

　

水
納
島
へ
の
航
路
船
は
、
私
が
記
憶
す

る
限
り
で
は
初
め
て
の
建
造
で
あ
り
、
水

納
航
路
は
初
め
て
の
開
設
と
な
る
。

現
在
、
水
納
島
へ
渡
る
に
は
高
額
の

チ
ャ
ー
タ
ー
船
料
が
か
か
る
。
水
納
航
路

が
開
設
さ
れ
れ
ば
運
賃
の
軽
減
に
伴
い
、

観
光
客
の
増
加
が
期
待
で
き
る
。
水
納
島

観
光
と
航
路
船
の
運
行
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
施
策
を
村
長
に
伺
う
。

村
長

　

水
納
航
路
の
船
は
、
観
光
だ
け
の
た
め

の
船
で
は
な
い
。
こ
の
船
は
、
事
業
概
要
、

課
題
、
背
景
、
必
要
性
、
期
待
さ
れ
る
事

業
効
果
な
ど
、
水
納
島
の
皆
さ
ん
が
所
有

す
る
現
有
船
の
老
朽
化
に
伴
っ
て
住
民
の

安
全
、
安
心
し
た
生
活
の
確
保
と
命
を
守

る
産
業
の
振
興
を
守
り
、
産
業
の
振
興
を

図
る
こ
と
が
大
き
な
目
的
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
附
随
し
て
観
光
客
の
利
用
に
も
利

便
性
が
期
待
さ
れ
る
。

　

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
し
て
、
水
納
航
路

の
運
営
は
水
納
島
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
委

託
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
ま

し
て
、
生
活
航
路
と
し
て
の
全
般
に
使
う

船
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

意
見

　

村
長
の
話
し
で
は
、
水
納
の
住
民
に
預

け
る
と
い
う
方
向
で
あ
り
ま
す
が
、
水
納

島
の
皆
さ
ん
は
、
25
年
前
に
自
費
で
2
，

5
0
0
万
円
を
か
け
て
今
の
し
ら
は
ま
を

建
造
し
た
と
の
話
し
で
あ
る
。
そ
の
後
、

相
当
数
の
牛
の
頭
数
を
持
ち
な
が
ら
、
畜

産
業
に
力
を
入
れ
多
良
間
で
な
く
宮
古
島

へ
搬
送
し
て
、
宮
古
島
の
競
り
に
か
け
て

い
る
。
今
の
高
値
安
定
の
中
、
村
長
が
よ

く
お
っ
し
ゃ
る
自
助
、
共
助
、
公
助
と
い

う
順
序
か
ら
い
け
ば
、
自
助
努
力
を
す
れ

ば
十
分
に
自
分
た
ち
の
船
を
買
え
る
の
で

は
な
い
か
。
こ
の
水
納
島
航
路
船
に
つ
い

て
は
、
も
っ
と
み
ん
な
で
議
論
を
し
て
、

多
良
間
に
と
っ
て
こ
の
船
が
、
ど
う
活
用

で
き
る
の
か
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

観
光
協
会
の
法
人
化
は

　

本
村
の
観
光
産
業
の
振
興
を
考
え
る
と

き
、
観
光
協
会
は
中
心
的
な
役
割
を
担
う

べ
き
存
在
で
あ
る
と
思
う
が
村
長
の
お
考

え
は
。

村
長

　

観
光
活
性
化
策
と
し
て
の
村
観
光
協
会

の
法
人
化
に
つ
い
て
は
、
法
人
化
す
る
こ

と
で
組
織
の
強
化
が
図
ら
れ
、
独
自
の
事

業
実
施
の
可
能
性
も
広
が
る
と
考
え
る
。

ぜ
ひ
法
人
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
去
年
9

月
に
地
域
協
力
隊
も
配
置
さ
れ
て
、
そ
れ

に
向
け
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
新
年

度
で
は
、
法
人
化
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
、
沖
縄
振
興
特
定
事
業
推
進
費
の
活

用
も
計
画
を
し
て
い
る
。

生
活
道
路
の
改
修
に
つ
い
て

　

村
道
普
天
間
港
線
の
南
側
に
位
置
す
る
道

路
で
、
島
外
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
遺
体
や

遺
骨
を
搬
送
す
る
と
き
な
ど
、
慣
習
に
よ
り

普
天
間
御
嶽
前
を
避
け
て
こ
の
道
を
通
る
。

　

こ
の
道
は
砂
利
道
で
、
雨
水
で
洗
掘
さ

れ
た
り
、
大
き
な
水
た
ま
り
が
で
き
た
り

で
通
り
に
く
い
状
況
で
あ
る
。
村
民
に

と
っ
て
重
要
な
生
活
道
路
で
あ
り
、
簡
易

的
に
で
も
舗
装
で
き
な
い
か
。

土
木
建
設
課
長

　

普
天
間
線
、
そ
の
北
側
、
東
側
、
西
側

に
大
き
い
道
路
が
あ
る
か
ら
、
そ
う
い
う

ふ
う
な
不
十
分
な
管
理
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
ず
は
、

ス
ム
ー
ズ
に
通
れ
る
よ
う
な
修
繕
を
し
て
、

こ
の
区
間
が
ど
の
事
業
で
で
き
る
か
を
検

討
し
て
整
備
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

豊見山 正　議員

問答

水
納
島
航
路
船
の
活
用
は

運
営
は
水
納
島
住
民
に 

委
託
す
る



一般質問

8多良間村議会だより

文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て

　

去
っ
た
2
月
7
日
に
、
島
外
で
生
活
さ

れ
て
い
る
同
郷
の
先
輩
や
後
輩
の
皆
さ
ん

も
多
数
参
加
し
、
恒
例
の
亥
年
合
同
生
年

祝
い
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
に
、

御
嶽
や
井
戸
な
ど
の
文
化
遺
産
め
ぐ
り
で
、

説
明
版
が
あ
ま
り
に
も
小
さ
く
て
見
づ
ら

い
、
教
育
委
員
会
に
進
言
し
て
改
善
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

後
日
、
各
御
嶽
や
井
戸
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
説
明
版
が
劣
化
に
よ
り
、
文
字
盤

が
は
が
れ
変
色
し
、
黒
ず
ん
で
い
た
。
特

に
、
ア
マ
ガ
ー
と
シ
ュ
ガ
ー
ガ
ー
は
文
字

盤
の
ほ
と
ん
ど
が
剥
が
れ
落
ち
、
説
明
文

が
読
め
な
い
状
態
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
今

後
説
明
版
の
対
応
策
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
委
員
会
と
し
て
の
今
後
の
取
り
組
み
、

予
定
は
。

教
育
課
長

　

今
年
度
は
3
カ
所
の
新
設
の
説
明
版
の

設
置
を
し
て
い
く
。
ア
マ
ガ
ー
、
シ
ュ
ガ
ー

ガ
ー
の
修
繕
も
年
次
的
に
予
算
獲
得
を
し

て
、
進
め
て
い
く
予
定
。

意
見

　

多
良
間
島
に
は
歴
史
あ
る
文
化
財
が
数

多
く
存
在
し
、
毎
年
11
月
頃
に
開
催
さ
れ

る
た
ら
ま
島
一
周
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、「
楽

し
く
走
ろ
う 

歴
史
の
見
え
る
島 
多
良
間

島
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
盛
大
に
開

催
さ
れ
て
い
る
。
文
化
財
は
村
の
貴
重
な

財
産
で
あ
り
、
大
き
な
誇
り
で
も
あ
る
。

先
人
た
ち
が
守
り
通
し
て
き
た
こ
の
文
化

遺
産
を
し
っ
か
り
管
理
し
、
未
来
永
劫
継

承
し
て
い
く
の
が
お
互
い
に
課
さ
れ
た
使

命
で
あ
り
、
義
務
で
あ
る
と
思
う
。
こ
う

い
う
観
点
か
ら
も
早
急
な
説
明
版
の
改

修
、
設
置
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
。

問答

史
跡
の
説
明
版 

取
り
替
え

年
次
的
に
修
繕

渡口 直和　議員
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抱
護
林
に
つ
い
て

　

抱
護
林
の
維
持
管
理
、
特
に
、
プ
ー
ル

の
北
側
と
中
学
校
と
保
育
所
の
間
、
そ
こ

は
フ
ク
ギ
が
少
な
く
な
り
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル

が
も
の
す
ご
く
生
い
茂
っ
て
い
る
。
雑
草

も
多
く
、
つ
る
草
が
、
大
事
な
植
え
ら
れ

た
木
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
状
況
も
多

く
あ
る
。
約
40
年
前
、
中
学
生
の
こ
ろ
は

よ
く
抱
護
林
の
下
で
遊
ん
で
い
た
。
雑
草

も
少
な
く
、
す
ば
ら
し
い
抱
護
林
だ
っ
た

が
、
今
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
に
な
っ
て
、

本
当
に
も
っ
た
い
な
い
感
が
す
ご
く
あ
る
。

中
学
校
も
環
境
整
備
の
と
き
、
多
く
の
時

間
を
割
い
て
抱
護
の
木
の
伐
採
と
か(

出

て
い
る
部
分)

、
特
に
ガ
ジ
ュ
マ
ル
。
毎

回
や
っ
て
い
る
が
、
一
向
に
よ
く
な
る
気

配
は
な
く
、
逆
に
ど
ん
ど
ん
こ
の
ガ
ジ
ュ

マ
ル
が
勢
力
を
強
め
て
、
大
事
な
村
木
で

も
あ
る
フ
ク
ギ
等
が
ど
ん
ど
ん
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
そ
う
い
う
状
況
の
中
、
文

化
財
保
護
の
意
味
で
も
、
こ
の
ガ
ジ
ュ
マ

ル
を
除
去
し
、
フ
ク
ギ
を
き
れ
い
に
植
え

て
、
観
光
客
も
ま
た
見
た
い
な
と
思
う
ぐ

ら
い
の
抱
護
林
を
復
活
し
て
は
ど
う
か
な

と
感
じ
て
い
る
。
代
々
守
ら
れ
て
き
た
、

引
き
継
ぎ
守
ら
れ
て
き
た
こ
の
抱
護
林
を

衰
退
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
島
内
外
に
自
信

を
持
っ
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
な
形
に

で
き
な
い
か
。
や
る
と
し
た
ら
い
つ
ご
ろ

で
き
る
の
か
。

教
育
長

　

議
員
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
中
学
校

と
保
育
所
の
間
、
20
年
、
30
年
ほ
ど
前
は

あ
れ
ほ
ど
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木
が
勢
力
を
伸

ば
し
て
広
が
っ
て
い
る
状
況
で
は
な
か
っ

た
。
プ
ー
ル
の
北
側
も
そ
う
。
ガ
ジ
ュ
マ

ル
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

フ
ク
ギ
の
低
木
と
か
、
そ
う
い
う
の
が
な

か
な
か
大
き
く
な
ら
な
い
で
、
あ
と
は
立

ち
枯
れ
し
て
い
く
と
い
う
状
況
な
ど
も
見

ら
れ
て
い
る
の
で
、
抱
護
林
の
保
護
育
成

に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
も
っ
と
村
民
の
皆

様
に
も
Ｐ
Ｒ
し
て
、
県
内
で
も
多
良
間
に

し
か
な
い
と
い
う
抱
護
林
み
た
い
な
の
で
、

そ
こ
ら
辺
は
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
対
策
を
立
て

な
が
ら
、
随
時
フ
ク
ギ
の
木
を
植
え
て
、

あ
る
べ
き
抱
護
林
み
た
い
に
し
て
い
け
た

ら
な
と
思
っ
て
い
る
。

　

木
に
関
す
る
こ
と
で
す
の
で
、
い
つ
ご

ろ
そ
れ
を
や
る
か
と
い
う
こ
と
に
対
し
て

は
、
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
計
画
を
し
て

き
た
い
と
思
う
。
今
よ
り
悪
く
な
ら
な
い

よ
う
な
方
策
を
計
画
し
て
い
き
た
い
。

意
見

　

中
学
校
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
整
備
作

業
を
し
て
い
る
が
、
や
る
ご
と
に
取
る
べ

き
も
の
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
生
徒
数

も
減
り
、
そ
の
分
保
護
者
も
減
る
。
そ
う

い
う
状
況
の
中
で
、
そ
の
環
境
整
備
作
業

と
い
う
の
が
ど
ん
ど
ん
重
荷
に
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
、
思
い
切
り
次
の
作
業
が
で

き
や
す
い
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
政
で
し

て
い
た
だ
い
て
、
教
育
の
場
所
の
環
境
を

整
え
て
、
子
供
た
ち
が
思
い
切
り
学
び
、

遊
べ
る
よ
う
な
状
態
を
作
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。

　

他
に
は
、
今
日
の
管
内
視
察
で
も
あ
っ
た
、

塩
川
団
地
か
ら
北
、
南
の
方
に
向
か
い
な

が
ら
、
大
き
く
ガ
ジ
ュ
マ
ル
が
茂
っ
て
い

た
が
、
そ
こ
も
最
近
は
ト
ラ
ク
タ
ー
と
か

も
通
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
や
っ

ぱ
り
邪
魔
す
る
の
は
切
り
な
が
ら
、
木
の

植
え
替
え
も
積
極
的
に
、
今
後
の
た
め
に

も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

問答

抱
護
林
の
維
持
管
理
は

長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
で 

計
画
を

本村 健次　議員

プールの北側 中学校と保育所の間
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高
齢
者
福
祉
対
策

　

12
月
定
例
議
会
の
当
局
か
ら
の
答
弁
に

沿
っ
て
質
問
し
て
い
き
ま
す
が
、
高
齢
者

福
祉
対
策
と
し
て
、
高
齢
者
の
生
活
機
能

の
維
持
、
改
善
を
目
標
に
、
介
護
保
険
事

業
に
よ
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て

い
る
と
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ど
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
で
、
ど
れ
だ
け
の
高
齢
者

が
参
加
、
利
用
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長

　

介
護
保
険
給
付
と
し
て
、
通
所
介
護
、

短
期
入
所
生
活
支
援
、
訪
問
介
護
、
こ
れ

は
「
萌
木
の
里
」
で
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

受
け
て
い
る
。
地
域
支
援
事
業
と
し
て
、

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
、
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
、

緩
和
型
通
所
サ
ー
ビ
ス
、
生
き
が
い
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
。
月
１
回
実
施
し
て
い
る
、
ふ

し
ゃ
ぬ
ふ
教
室
（
平
成
29
年
延
べ
1
0
9

名
が
利
用
）。
保
健
師
に
よ
る
個
別
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
支
援
、
健
康
相
談
。
あ
と
診
療

所
、
事
業
所
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
連
携
し
、
在
宅
介
護
者
へ
の
訪
問
支

援
。
そ
し
て
、
地
域
サ
ロ
ン
事
業
で
月
１

回
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

質
問

　

い
ろ
い
ろ
な
運
動
教
室
な
ど
の
取
り
組

み
を
さ
れ
て
い
く
中
で
も
、
年
齢
を
重
ね

て
い
く
と
、
最
終
的
に
は
施
設
の
利
用
が

不
可
避
と
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
多
良

間
村
高
齢
者
生
活
セ
ン
タ
ー
の
規
模
等
に

つ
い
て
、
今
後
も
高
齢
者
は
増
加
す
る
傾

向
に
あ
り
、
今
の
施
設
（
萌
木
の
里
）
の

規
模
は
、
何
名
ま
で
入
所
ま
た
は
利
用
が

可
能
か
。
入
所
者
の
人
数
に
対
す
る
有
資

格
者
の
割
合
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

そ
し
て
、
こ
の
施
設
の
増
設
は
可
能
で
あ

る
か
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長

　

介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
で
は
35
名
ま

で
、
短
期
入
所
生
活
支
援
事
業
で
は
９
名

ま
で
は
利
用
可
能
で
あ
る
。
今
現
在
25
名

の
職
員
で
運
営
し
て
い
る
が
、
こ
の
施
設

の
増
設
は
可
能
で
あ
る
か
と
の
質
問
で
す

が
、
ま
ず
短
期
入
所
、
今
現
在
９
床（
ベ
ッ

ト
数
）
こ
れ
は
平
成
26
年
度
の
検
討
委
員

会
の
報
告
を
元
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
14
床

ま
で
受
け
入
れ
は
可
能
で
は
あ
る
が
、
そ

れ
に
伴
い
、
ま
た
介
護
支
援
員
が
一
人
増

え
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
課
題
も
あ
る
。

介
護
施
設
に
関
し
て
は
、
島
外
か
ら
の
誘

致
も
考
え
ら
れ
る
が
、
た
だ
利
用
者
の
数

や
状
況
に
も
左
右
さ
れ
、
経
営
上
採
算
や

利
益
等
を
伴
わ
な
い
場
合
、
こ
の
島
外
か

ら
の
事
業
者
は
撤
退
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
な
っ
た

時
に
こ
れ
ま
で
施
設
を
利
用
し
て
い
た
方

達
を
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、

村
が
そ
の
施
設
に
助
成
金
を
出
し
て
運
営

を
継
続
し
て
も
ら
う
か
と
い
っ
た
課
題
も

出
て
く
る
か
と
思
わ
れ
る
。
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
、
ど
の
よ
う
な
施
設
が
良
い
の

か
再
度
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

村
営
住
宅
台
風
時
の
防
災
対
策
は

　

近
年
の
台
風
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
も

あ
っ
て
、
巨
大
台
風
に
発
達
す
る
こ
と
が

多
く
、
沖
縄
地
方
は
毎
年
7
・
4
個
接
近

し
、
沖
縄
付
近
で
速
度
が
遅
く
、
長
時
間

影
響
を
受
け
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

雨
戸
が
あ
れ
ば
70
メ
ー
ト
ル
の
暴
風
で
も

耐
え
ら
れ
る
が
、
な
け
れ
ば
強
風
注
意
報

で
も
、
飛
散
物
が
当
た
れ
ば
ガ
ラ
ス
な
ど

が
破
損
し
て
非
常
に
危
険
で
あ
る
と
の
こ

と
（
気
象
講
演
会
で
の
話
）。 

今
現
在
、

雨
戸
が
設
置
さ
れ
て
い
る
世
帯
数
は
。
今

後
の
設
置
予
定
は
。

土
木
建
設
課
長

　

90
世
帯
の
う
ち
32
世
帯
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。
特
に
南
原
団
地
は
築
38
年
が
経
過

し
て
お
り
、
木
製
の
雨
戸
は
あ
る
が
壊
れ

た
り
し
て
い
る
箇
所
も
あ
り
、
ま
た
、
玄

関
の
鉄
製
ド
ア
の
開
閉
も
不
具
合
が
あ
る

と
の
苦
情
等
も
聞
か
さ
れ
て
い
る
。
建
て

替
え
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で

に
危
険
防
止
の
対
策
等
を
検
討
し
技
術
屋

さ
ん
に
相
談
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

安里 三喜男　議員

問答

持
続
可
能
な 

介
護
施
設
の
運
営
と
は

島
外
か
ら
の
誘
致
を 

考
え
ら
れ
る
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防
災
と
消
防

　

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
災
害
か
ら
身

を
守
る
備
え
、
防
災
意
識
の
高
揚
、
避
難

訓
練
実
施
な
ど
、
組
織
体
制
を
立
ち
上
げ

て
は
ど
う
か
。
現
在
の
消
防
団
員
は
何
名

か
。
ま
た
、
消
防
団
の
充
実
に
は
、
女
性

消
防
団
を
入
団
配
置
し
て
は
ど
う
か
。
災

害
に
強
い
村
づ
く
り
に
女
性
消
防
団
の
活

躍
が
必
要
と
考
え
る
。

村
長

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
各
地
域
で
地
域

防
災
組
織
が
設
立
さ
れ
、
全
国
平
均
は
約

70
％
。
沖
縄
県
内
で
は
全
国
最
低
に
当
た

る
13
％
、
八
重
山
圏
域
は
、
明
和
の
大
津

波
で
被
害
を
受
け
た
こ
と
な
ど
あ
り
約

68
％
、
宮
古
圏
域
全
体
で
0
・
4
％
。
も

ち
ろ
ん
多
良
間
は
ゼ
ロ
。
現
在
の
消
防
団

員
は
24
名
。
今
後
、
消
防
団
組
織
の
強
化

も
含
め
な
が
ら
、
防
災
組
織
を
ど
う
育
成

し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
。

総
務
財
政
課
長

　

消
防
庁
か
ら
女
性
消
防
団
員
入
団
に
向

け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
を
奨
励
し
て
い
る
。

今
後
、
女
性
団
員
配
置
へ
の
取
り
組
み
を
。

み
ず
あ
げ
費
用
の
助
成
を

　

キ
ビ
作
農
家
の
負
担
軽
減
に
、
み
ず
あ

げ
費
用
を
助
成
は
で
き
な
い
か
。

産
業
経
済
課
長

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
手
刈
り
は
、
前
処
理
施
設

の
補
助
金
と
の
関
係
も
あ
る
。
み
ず
あ
げ

費
用
の
助
成
は
、
今
後
検
討
す
る
。

ド
ロ
ー
ン
利
用
の
農
薬
散
布

　

人
手
不
足
ま
た
高
齢
化
の
対
策
と
し

て
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
病
害
虫
の
防
除
、
作
業

の
効
率
化
に
も
な
る
ド
ロ
ー
ン
で
の
農
薬

散
布
を
検
討
し
て
は
。

産
業
経
済
課
長

　

既
に
多
良
間
で
も
平
成
30
年
４
月
に
無

人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
へ

の
農
薬
散
布
の
試
運
転
を
行
っ
て
い
る
。

葉
た
ば
こ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
草
地
等
へ
の
飛

散
防
止
対
策
も
必
要
。
い
ろ
ん
な
方
法
で

取
り
組
む
。

キ
ビ
競
作
会
へ
の
参
加
を

　

キ
ビ
の
反
収
、
品
質
を
競
う
キ
ビ
競

作
会
へ
参
加
で
き
な
い
か
。
農
家
の
生

産
意
欲
の
向
上
、
品
質
の
評
価
が
で
き
る
。

産
業
経
済
課
長

　

競
作
会
へ
の
参
加
は
、
市
町
村
、
工
場
、

生
産
組
合
か
ら
の
推
選
で
行
っ
て
い
る
。

多
良
間
で
も
平
成
28
年
、
29
年
期
作
で
３

名
を
審
査
対
象
と
し
て
い
た
が
、
反
収
不

足
。
反
収
の
選
考
基
準
が
夏
の
反
収
が
10

ア
ー
ル
当
た
り
13
ト
ン
以
上
、
春
植
で
８

ト
ン
以
上
、
株
出
で
10
ト
ン
以
上
と
な
る
。

職
員
の
実
務
研
修

　

県
へ
の
職
員
の
実
務
研
修
派
遣
を
実
施

し
て
は
ど
う
か
。
職
員
の
幅
広
い
知
識
、

施
策
課
題
等
の
研
修
が
で
き
る
。

村
長

　

31
年
度
４
月
１
日
か
ら
、
県
へ
一
人
派

遣
す
る
。

政
策
参
与
の
配
置

　

村
の
基
本
計
画
に
基
づ
く
施
策
事
業
等

の
重
要
な
課
題
、
解
決
や
事
業
推
進
や
執

行
体
制
の
充
実
に
政
策
参
与
の
配
置
を
。

村
長

　

ど
う
い
っ
た
人
材
が
多
良
間
村
の
政
策

参
与
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
考
え
な
が
ら

検
討
。

子
ど
も
議
会
の
継
続
と
反
映

　

１
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
子
ど
も
議
会

を
、
次
年
度
か
ら
も
継
続
し
て
開
催
す
る

の
か
。
村
の
活
性
化
や
課
題
解
決
の
質

問
、
提
言
に
つ
い
て
、
今
後
の
村
づ
く
り

に
ど
の
よ
う
に
反
映
す
る
の
か
。

村
長

　

村
と
し
て
は
大
歓
迎
。
大
変
い
い
発
想

の
質
問
が
多
く
あ
っ
た
。
各
課
長
と
も
で

き
る
も
の
、
で
き
な
い
も
の
、
そ
れ
を
は
っ

き
り
と
申
し
上
げ
て
、
短
期
間
で
で
き
る

の
か
、
長
期
的
な
の
か
と
判
断
し
な
が
ら

進
め
た
い
。

福嶺 常夫　議員

問答

女
性
消
防
団
の
配
置
は

積
極
的
に
取
り
組
む
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村
議
会
だ
よ
り

編
集
後
記

　

２
０
１
９
年
度
３
月
定
例

会
予
算
案
も
修
正
案
２
件
あ

り
、無
事
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

向
こ
う
一
年
間
の
予
算
執
行

が
楽
し
み
で
す
。

　

我
々
議
員
も
６
月
８
日
で

任
期
３
年
目
を
迎
え
る
が
、

今
、議
会
は
機
能
し
て
い
る
の

か
、考
え
さ
せ
ら
れ
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。な
ぜ
な
ら
勉
強
不

足
で
通
る
議
会
議
員
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
り

ま
す
。議
会
議
員
が
勉
強
不

足
で
は
行
政
監
視
機
関
の
不

能
で
あ
り
、役
割
が
果
た
せ

ず
行
政
側
か
ら
軽
視
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。今
一
度
原
点

に
戻
り
反
省
し
、村
民
の
声

に
耳
を
傾
け
、今
多
良
間
村

に
お
い
て
一
番
何
が
必
要
か
、

又
、村
民
は
何
を
望
ん
で
い
る

の
か
行
政
に
強
く
訴
え
、村

発
展
一
路
全
力
で
真
剣
に
取

り
組
ん
で
行
き
ま
す
。今
後
と

も
ご
指
導
の
程
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
長

富
原 

安
則

	 迎原地区土地改良区の水たまり現状確認
	 カッジョウ地区土地改良区農道の
	 水たまり現状確認
迎原地区と同様にカッジョウ地区も水たまりが出来ると農家
より報告を受け、現場の確認を行いました。施工管理が出
来ていない状態なので、担当課長に業者指導の徹底を行う
ようお伝えしました。

	 文化財説明版確認（シュガーガー）

渡口直和議員の一般質問で取り上げる問題を事前に
確認。（詳しくは8Ｐをご覧ください）

4

5

2

	 地域振興拠点施設（食事・お土産品）
	 進捗状況
建設工事の遅れについて確認を行いました。
建設工事の終了は５月１７日（金）。その後、外溝工事、
太陽光発電工事、指定管理者の指定を行い、オープ
ンは２０２０年度の予定となっています。村民の期待
が大きい施設なので、今後も注目していきます。

1

議 会 ト ピ ッ ク

2019年３月定例会

管 内 視 察 報 告

	 村道普天間線南側の道路（普天間御嶽）

豊見山正議員の一般質問で取り上げる道路を事前に
確認。

島外で亡くなられた方の遺体や遺骨を搬送するときな
ど、慣習により普天間御嶽前を避けてこの道を通る。
この道は砂利道で、雨水で洗掘されたり、大きな水た
まりができたりで通りにくい状況である。村民にとって
重要な生活道路であり、簡易的にでも舗装できないか。

（一般質問内容）

3

その後、確認すると 
早速、簡易的に改修 
されていました！

After
Before

多
良
間
村


